
Title 農業と商工業の衝突（二、完）
Sub Title
Author 堀切, 善兵衛

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1914

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.8, No.6 (1914. 7) ,p.652(26)- 664(38) 
JaLC DOI 10.14991/001.19140701-0026
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19140701-

0026

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


六

.

.

. 

'

農

業

.
と

，
商

土

業

の

衝

突

三

_

5?

涵

切

善

.
兵

衞

の
言
.を

藉
6

て
、農

業

の

'
發 

し

て

農

業

の

.改

善

を

計

る
 

_關
：係

:?
r

<|
す 

る

c
?
c 

一
 

に
.：

比

し

讲
.常

に

雜

約

的

な

：

吾 

<
は
：前
'章
に

於

そ

獨

逸

帝
S
宰

相

べ
r 

.ト

マ

ン、ホ
ル
ゥ
ィ
：ッ

 

'ヶ，

展
は
必

'>
し

^
p

m產
物
代
價
の
昂
騰
に
據
る
に
非
ら
岁
し
で
、主
と 

に
在
る
こ
と
、同

,

に
此
農
業
の
：改
善
は

.資

本

の
.充

#

と
密
接
な
：る 

言
し
把

6
。然

る

に
11
!
:
人

は

動

名

す

れ

ば

我

國

の

農

業

舣

歐

米

諸

國

る

0
.事
實
を
見
て
、直
ち
に
我
國
の
農
業
於
極
め
て
進
步
し
届

6
、1»
:
界

に

殆

ん

ど

趑

ネ

ぢ

の

な
 

し
と
論
斷
す
る

3

の
有

6
。斯
の
如
き
は
思
は
次
る
の
甚
だ
し
き

$

の
に
し
て
彼

0

集
約
的
農 

法
力
疎
放

^

農
设
に
汲
し
て
猶
步
せ
る
は
論
梦
る

4

で
名
な
し
と
雖
？
、然
名
其
：集

'約
■的
M

l
 

か
萆
に
勞
カ
の
集
積
の
み
を
主
眼
と
す
る
に
於
て
は
，何
等
獎
替
に
價
す
可
き

3

の
に
非
ら
岁

o 

況
ん
や
其
勞
カ

V

無
昝
縢
味
の
人
民
の
盲
目
的
努
力
に
過
ぎ
次
る
場
合
に
於
て
を
や
、郎
ち

，,
 

:r
fK
農

J
 s

 

*
步
ん
允
る
省
識
に
嘧

6

て
指
屬
せ
ら
ネ
、發
達
し

' 允
る
技
術

f
c依
..6
て

自

资
を
进
服
し
、斯
く
て
一
宛
の
面
積
ょ

6
,最
大
高
償
の
收
穣
を

.得
る
に
及

^

^
初
め
て
農
業
の
：
 

進
步
を

‘
,
々
す
石
を

#

可
き
の

i

し
て

g

#
ー
を
征
腋
せ

.ん
沢
爲
め
に
は
赤
^
空
攀
を
以
て 

S

易
に
其

m

的
を
遨
し
得
可
き

u

非
ら
ず
、之
れ
：於
爲
め
に

：

多
く
 

•
實
本

i

游
白
义
を

.要
'す
，可 

き
や
敢

<
疑

*
容
れ
身
る
所
に
し
て
例
へ
ぱ
古
今
東
西
普
く
企
畫
せ
ら
れ
し

•灌
0

事
業
の
如 

き
實
本
投
下
の
最
名
著
し
き
々
の
な

6

i
:H
'
ふ
可
し
、此
輝
の
根
本
：

g

事
業

」

は
■，云

ふ

に

及

：ば
梦 

其
他
各
：種
の
肥
料
、鑛
耘
用
の
諸
機
械
若
く
は
農
作
物
蓮
搬
ゝ
の
車
馬
、

_
動

寧

^

に

至

る

ま

で

最
 

1

進

步

し
t

る

農

業

に

は

•常

に

多

大

な

.
る

資

本
0
跌
，
}
せ̂

ら

れ

つ
V
あ
..る

は

爭

ふ

可

ら̂

る
：
 

事

-1
な

6
.然

る

に

我

農

、民

の

多.數
.は

其
.農
.業

を

幣

助

せ

し

む

，ゐ

爲

»
.
の

中

馬

を

だ

に

有

す

る
 

名

の
^
.な
く
.彼
‘等

の

寶

本
i

目

す

可

き

は

單U 

土

地
*

物

に
過

ぎ

^

る
，
の
.有

.場

に

し

て

唯

徒
 

ら

に

勞

カ

の

々

を

飽

く

章

で

土

地

に
.注
入
し

^

れ
ば
と
て
之
を
以
て
農

*-
'

進
步
と
目

.す

W 

ら
さ
る
や
言
を
俟
杧
大
諺
に
軔
に
葸
を
戴
七
家
を
出
で
ダ
に
月
を
踏
ん
で
歸
る
と
云
ふ
？
の，
 

0. 
L
-
我
農
民
の

0

«

#

»
の，實
況
を

M
明
し

fc
る
所
な
れ
ど

-5P

然
名
斯

0
.如

t
は
道
德
'上
幾 

.
4
, 

^

#
値
あ
る
や
は
別
問
題
と
し
て
、之
を
經
濟
上
ょ

6

論
梦
る
場
合
に
は
必
梦
し
$
稱
替
を 

價
す
る
，

p
の
i

云
ふ
を
得
次
る
可
し
、蓋
し
最
少
の
努
カ
を
以
て

:M
大
の
效
果
を
取

#

す
る

M 

六

逢

農

業

と

萍

激

の

猶

塊;

.

.
て
b 

:



:
六

苏

四

農

業

と

商

；丄
樂
の
衝
典

• 

' 

、
 

‘

經

濟

上

の

原

則

に

し

ズ

我

農

掇

舣

牛

馬

若

く

は

奴

隸

の

如

く

、只

徒

ら

に

多

く

の

#

|«
|

を

勞

役 

に
费
し
つ
、
有
る
の
事
實
は

'必
ず
し
名
經
濟
の
原

'則
と
一
致
す
る
名
の
に
非
ら
次
れ
ば
な

6
0 

脊
人
は

.我
農
民
似
今
日

i

同
様
な
る
勞
：役
を

#し
：；

て
' 做
多

.躉
の
：生

.產
を

_取
#
.す
る
於
、然
ら

t
' 

む
ば
其
勞
役
の

•

間
を
短
縮
し
て

.尙
同

—
.量

:0
:生

產

額

を

取

：得

：す

，る

に

至

：
ら

ば

之

を

稱

し

て
 

我
農
業
の
改
，块
進
步
な
ろ
と
云
ふ
に
躊
踏
ぜ

§'
'
る

..
?

の

な

：6
。米
.人

は

：他

人

の

.甚

し

く

勞

働

す
 

る
有
欉
を
評
し

.てH
e

 w
o
r
k
s

 like a n
e
g
r
o

と
云
ふ
、然
ぢ
此
潋
し
く
働
く
黑
人
の
農
業
を
以
て
何 

人
メ

進
步
し
把
る

1

業
と

'は
稱

S

る
な
ふ
。又
我
，移
民
の
如
き
米
降
に
於
そ
麗
業
勞
働
者
と 

し
て
白

.人
と
競
爭
し
。却
て
之

f
c#r
,

つ
の
有
様
な
，る
を
見

.て
我
農

.，
業

^
'
進

歩

せ

る

の

證

在

な
 

6

と
云
今
名
の
有
み
と
雖
名
、之
れ
亦
循
の
一
面
の
紀
を
見
：て：他

0
.
半

面

を

觀

過

せ

る

議

論

な
 

6

啊
と
な
れ
ぼ
我
勞

#

者
の
白
人
勞
儆
者
に
打

®;
つ
は
主
と
し
て
舞

#
な
.

身̂
«
を
利
明
し 

v

地
上
の
勞
働
に
便

{且
な
る
點
と

•內
地
に
於

<
非
常
な
る

.勞
苦
を
重

.

.ね
し
其
經

m

t
以
て
白 

人
の
比
較
的
容
易
な
る
勞
役
に
對
抗
す
る

.舣
故
=&人
は
寧
ろ
其
勞
黃
の
點
に
於
て
競
爭
に
耐 

"
へ
^

る
次
第
に
し
て
焉
業
其
物
於
我

0
彼
に
優

6

*-
る
爲
め
に
は
非
ら

^

る
な
み
、？
卞

rf
勞

. 

働
奢

が

j

度
變

b

y
地

主

若

く

は

：企

業

寧

的

農

：民

と

化

す

，る

に

於

て

，は

資

本

.の

利

用
'に

:®
.き

を
置

/き
結
局
米
國
流

.の
農
業
を
，基
礎
と
し
て
其
上
に
日
本
人
獨
特
の
長
所
を
利
用
し
つ
ゝ
ぁ 

る
名

0
比
々
と
し
て
皆
然
ら

_

る
は
無
き
な
ん
卽

,1
3
藤
井
に
依
卜
そ
灌

!i
の
水
を
求
め

if
.:作 

老
く
は
運
搬
の
機

«

器
具
を
備
へ
多
數

'
0牛
馬
を
薔
ふ
る
が
如
会
土
地
其
物
以
外
に
所
謂
農

. 

業
.的
資
本
を
要
す

i
 
t 

i
極
め
て
多
き
の
事
實
を

.知
ら
次
る
可
ら
次
る
：な

6
。若
し

s

a
'tt
i
 

民
の
如
く
農
業
的

if
本

i
し
て
土
地
以
外
に
無
一

物

に

し
 

<
赤

手

：空

拳

事

ビ

當

ら

ん

と

す

，
る 

に
於
て

tt
r
ff
l

/p
に
農
事
勞
働
者

i
し
/て
一
束
の
勞
雜
を
取
得
す
る
に
止
ま

6
0®
底
農
業
邊 

營
者
と
し
て
白
人
の
資
本
に
依

6

.て
武
裝
、せ
ら
れ

f
cる
競

#

に
*

ふ
可
ぐ
？
非
ら
次
る

な

义
 

換
言
す
れ
ぱ

.集
約
的
，農
耕
に
習
熟
せ
る
我
農
民
が
莖
ら
に
寶
本
を
利
用
ず
る
に
至

み

て

、初

め

 

V
:

遺
懷
な
き
を
得
る
次
第
に
し
て
、之

れ

.®
業
進
步
の
過
程
把
る

.最
初
は
疎
放
的
に
し

<

漸

次
 

集
約
的

u

變

b
、E

ら
に
：進
ん

^
.資
本
的
農
業
經
營
の
勝
期
に
移
る

«,
の
.な
み
と
稱
せ
ら
る
、
 

所
以

.

.な
ろ
。彼
の
臺

»

若
く
は
滿
洲
等
に
於
て

.n

•
へ、支
那
人

'は
：農
#
に
盛
に
牛
若
く
は
水
牛
を 

利
用

f

の
風
膂
ぁ

6

IT
I

し
て
，的
地
移
民
は
農
業
上
に
於
て
容

.易

IG
.彼

等

‘と

競

争

す

る

能

は
 

次
る
の
有
織
な
る
は
、畢

1竟
之
れ
亦
資
本
の
助
け
を
藉
ら

3'
'
る
於
爲
め
に
し
て
、支
那
人
の
如
き 

敢

<
近

1|
1

文
明
沭
の
農
業
的

«

本
を
利
用
す

4

云
ふ

1C
非
ら

^
れ
.ど

g
然
_
名

彼

等

の.^
用

す
 

^

.

1

議

と

谪

；丄
滎
の
领
突 

ニ
九



六
0

商
S

の

繁

る
牛
、水
牛
の
如
き
之
朴
災
農
樂
的
資
來
の
一

’
ic
:
か
に
相
崑

5:
.く
£

 

人
と
臺

»

人
ふ
の
競
爭
上
の
勝
敗
を
決
す
る
原
因
杧
る
の
一
事
を 

冬
近
他
，的
幾
多
の
資
本
は
農
業
發
達

0
上
に
如
何

C

多

大

な

る

 

す

る

^

卑

る

可

き

な

も

脊

人

は

赤

手

空

.攀

を

以

て
*

の
.限
、
生
、の 

る

我

農

業

狀

態

を

.似

.
<決

し

て

最

名

進

.步

し

*

る
：農

*

と

認

0

る

'

H-
6 

を
用
•
ふ

る

と

否

i

汶

内

&. 

知

ら

ば

、®

ら

に

ょ

6

有

力 

關
.係

を

有

す

る

か

t

恕

像 

限

ふ

、資

發

努

力

し

つ

:.
、

S 

r

.

i能

は

^

る

な

A
V
O

我
國
の

.農
業

.が
資
本
利
用
の
方
面
に
於
て
頗
る
缺
知
把
る
所
あ
る

&
.前
言
サ
る
所
の
如

レ

、
0 

し
て
寶
本
利

.用

0
偫

ほ

足

：ら

：次

る

結

果

と

し_:て
自
然
の
揮
服
吃
遺
愉
な
る
點
少
な
か
ら
梦
之
：
 

ォ
ヵ
爲
め
に
段
懇

t

有

く

は

活

水

.灌

漑

の

懷

を

全

；ぅ

す

る

に

依

み

て

if
't
e

^

良

印

美

圃

允

ん

し
 

，む
.
I

s

 土

地

に

しv

^

日
.之
.を

自

然

の

狀

態

に.放

任

し

つ

、

あ

る'

I
全

國

に
*
み
:
<

貴
，に

？

か
.ら

含

る

な

ん

今

農

商

務

省

の

調

靈

.に

從

ひ

開

：
墾

見

达

地

：：

.の
面
，積

を

擧

ぐ

吣

ば

實
 

に

左

の

如

き

？

の

*-
o

A

■•
•

m 常熊佐.大福高愛'资德和山廣岡岛烏-窩芯福狄山靑
• -V .：J . .’ ....

兒 歌

•u崎木贺分岡知媛川岛山n 岛丨I丨根取it!川井田形森

削
懸
她
‘

換
亿
依 

リ
田
-
^
.
爲
t.
,衫
.の
：

-

. 

...■ S

開
^
地mr

變
換
に
依

9
細
i
爲
す
溶
.?
)
*

»>
J
.

r
r
o
oor

1
五
、
0
0:
0 

近

〇ゝ
〇
〇 

1

一

1
1

、0
〇
〇 

ニ
、〇
〇
〇

a£
"
o〇
〇 

1

六
、〇
〇
〇 

六
、o
〇
o 

1
1、〇
〇
〇 

五
"〇
〇
〇

I
l
r
o
o
o

1

ーーー、
进0
0 

、〇
1
5

六
、3 2
〇
〇 

三
、〇
〇
〇 

u
r〇
G
〇 

r

五
〇
〇

1
;五
、〇
〇
〇 

ニ
0
>〇
〇
0 

一
 

二
、五 

0
0

七
、〇
〇
〇 

1

〇
、〇
.〇
〇

六
、〇
〇
〇

w
c
r
o
o

o' 

1 
0
-
0
0
0 

五
ゝ
〇
〇
〇

三
、
0

8
 

3£
、〇
〇
〇

二
五
、〇
〇
〇 

1
1
1
、〇
〇
〇 

1
1
1
、〇
〇
〇

31
〇
〇 

1

、〇
〇
〇 

1

、五
0

0

四
、
8

0
 

八
、
8

0
 

1
、8

〇

六
、〇
〇
〇 

ニ
、〇
0
〇 

三
、〇
〇
〇 

ニ 

>五
0
〇 

ニ
七
"0.
〇
0

府
縣
名

b

道

y
lg
地
问
變
換
に
依V

.

H
l
l
l
r
o
o
c
f

開
墾
地in

變
換
に
侬 

り
如
と
爲
プ

CSB

の

七
八
七
、O
O
C
5

山 へ . , . .  -ハ，
% 亂福常.1 岐滋丨1丨P 愛三奈栃茨千群埼新提義神大京:

. .  '奈

字硌城赃卑贺梨同知欺茛木城蕖m 玉潟崎庫川阪都.

八
〇
〇 

.

ニ
、五
〇
〇 

l
r
o〇
〇
，
 

-
K、o
〇
〇 

七
"〇
o
〇 

,
逬
、六
〇
〇 

1.

九
、〇
〇
〇 

1 

>〇
0
〇 

lm
〇
、〇
〇
〇 

六
、〇
〇
〇

五
、〇
〇
〇 

九
〇
〇

六
、〇
〇
〇

七
、〇
〇
〇

5

0

0

〕

r
2t
〇
〇 

l

m
〇
〇 

.
三
、〇
〇
〇 

1

七
、〇
〇
〇 

主
、
0

0

0 

三
、〇
〇
〇
. 

五
〇
"〇
〇
〇
.

】

、o
o〇 

1
>
〇
〇
〇

五
、丑
0
0 

l
u
m
j
o

ニ
、
六
〇
〇 

八
ゝ
七
〇
〇 

二
、
〇
〇
〇 

1

〇
、
〇
〇
〇 

1

、
〇
〇
〇 

二
八
■〇
〇
〇 

1

瓦
"
〇
〇
〇 

茧
〇
〇

六
、0
〇
〇 

1

八
、
〇
〇
〇

七
"
〇
〇
〇

at
、
五
〇
〇

1 

o、o
〇
o

六
ゝ
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

1
1〇
、
〇
〇
〇

暴
と
商
T

Mの

露



I

.

 

!

顏

f

 

4

 

…

；

，

三】

'

パ

P 

一一
 

5
〇

ニ

〇
〇-:
o

:

.合

.
計
：'

'

.七
〇
一
、
〇
〇
〇
一
、
〇
九
五
、
〇
〇

o 

(

倚
各
麻
縣
見
込
地
所
從
地
名
は
之
を
省
略
す

)

以
上
を
以

'て
1

5

年
米
作
田
總
面
積
ニ

W

九
：十

一
S

步

ヒ

翁

f

婶
I

V
の

增

：加
の 

み

^
於V

.

旣
懇
地

0
約
四
分
の

〗

の
、
積
む
相
當
す
る
を
知
る
，可
し
而
し
我
國

の

米

收

猶

を 

平
均
約
五
千
寓
石
：と
見
做
す
に
於

.て
は
一
中
：

|

百

萬

繁

.米

.

2
收
：
|

‘に
侬

6

て
期
す 

る

.
&
:決
し

.て
_

難
な

6
と
云
；や
可
ら

*
減
ん

"や
_

水
灌
織
：の
便
を
全
ぅ
す
る

i

共
に
、旣

_

®

に
向
つ

v

は
更

I

蒙

营

f

 

f

以
て
其

1

定
面
裰
ょ

|

收
：f

ぱ
今

I

上
に

增
加
せ
し
む
る
の
途
一
方

I

在
す
る
に
於
て
!

而
し
す
我
國
は
近
年
外
米
の
輸
入
年
 々

少
な

^
ら
次
る
高
に
上
ろ
、之
れ

^
爲
め
輪
入

®

過
の
一
原
因
を
形
成
し
つ
、
ぁ
る
は
爭
_
き 

次
、露
な

2

か
、今
內
地

*
海
.道

：の

み

に

於

て

一

千

ニ

三

百

萬

石

の

米

を

增

收

し

#

る

に

於

.、
て
は 

今
後
我

人
口 

&

相
當
に
增
加
す
，

-
f

、f

裕
に
國

W
 

I

要

I

し
得
可

I

多
く

f

 

ザ

-
4さ

/
用

な

る

，ひL

同

#

に
8

內

に

於

け

る

、米

產

額̂
國
民
の

.
需
.耍
を
充
足
し
て
涂

6
ぁ 

る
に
於
て

k

米
：穀

Q

f

敢
て
甚
だ
し
く
騰
賫
す
る
の

®

,
_tt
有

.る
こ

.
iな
く
、卽

ち

淨
人
の 

前
倉
せ
冬

%

却
く
彼

0
有

^
乘
.者
'若
く

*
#
:働
.

及
：S

麻
擴
：生
：産

.

#

ぎ
る
他

0
:社
蕾

.'
'

S7
階
級
に
對
し
て
？
何
等
の
迷
ま
を
及

s

^
し
て
、我
國
嚴
業
の
發
達
を
期
し
得
べ
き
な
ん 

3
れ
ば
近

®

歐
來
諸

g

lc
於
て
商
工
業
の
最

3

進
步
し
杧
る
諸
國
と
雖
$
倚
ほ
農
業
ヒ
に
 々

大
の
援
助
を
典
へ
つ
、
み
る
の
例
は
極
め

V

多
き
所
に
し
て
、例
へ
ば

 

一
A

1

〇
英
國
々
會

，： 

通
過
し
て
制

i/£
公
布
せ
ら
れ

1t
るu

e
v
e
l
o
p
m
s
t

 a
n
d

 R
o
a
d

 I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t

 F
u
n
d

 

>

3中
に
は
荒

』

.の
開
拓
及
土

 

s

排
水

s

す

i

f

 S
y

同

量

キ

奋

助

？

暴

s

 I

と
規

b

し
た
る
は

1(
1
人
の
知
る
所
な
る
可
し
。叉
獨
逸
於
土
地
の
改

x%
i
耕
地
整
理

i

の
爲
め
に
多
山 

の
努
カ
を
惜
ま
次
る
は
.今
觅
ら
云
ふ
に
及
ば
す
。燠
太
利
は
殊
に
メ

 

y
ヲ
ラ
，チ
ヲ
ン
ス
フ
ン
び 

な

る

を

®
け

y

一
 

般
的
治
水
灌

?i
と
土
地
の
改
.良
基
金
に
充
當
し
て
以
て
其
事
業
を
鄕 

厕
し
、佛
國
に
て
は
最
近
十
年
以
來
土
地
改
良
事
業
の
發
達
著
し
き
名
の
あ
ろ
。政
府
は
四
千
故 

圓
を
土
地
牴
當
銀
行
：に
提
供
し
僅
々
ニ
分
五
厘
の
低
利
を
以
て
之
を
.土
地
改
良
事
業
の
爲
认 

1C
贷
出

3

し
め
以
て
®
治
體
若
く
は
個
人
の
斯
業
を
獎
勵
す
る
劣
の
あ

6
。彼
の
リ
ォ
ン
河
ロ 

附
近
の
胡
水
の
如
き
其
成
績
頗
る
見

^

可
き

S

の
有
ろ

.と
稱
せ
ら
る
、殊
に
疏
水
灌
旣
及
び

—

 

泡
改

-泣
に
於
て
近
塒
目
覺
し
き
成
功
を
遂
げ

*

る
は
伊
太
利
に
し
て
、

«

來

伊

太

利

，の

農
業

^

%
昔
齔
馬
槠
代
の

_
~農
的
大
農
組
織
，の
廢
滅
に
歸
し
て
以
來
甚
だ
振
は
卞
。就
中
マ
ヲ
ザ
ャ

I
, 

六
逬
九
繼
と
商
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降
雹
と
水
害
と
は
伊
太
利
農
業
の
三
大
敵
と
稱
せ
ら
れ
把
る
所
な

^
:

N

し
於

#

太
利
政
府
と

1 

方
自
治
體
の
熱
心
な
る
獎

¥

努
力
と
技
術
の
進
步

i

は
遂
に

®
等
の

H
大
敵
を
漸
次
に
驅
逐 

す
る
に
至
久
彼
の

•ホ
ー
河
沿
岸
の
地
方
に
於
け

.る
排
水
事
攀
及
饮
羅
馬
附
近
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荒
地
を
變

b 

て
®

頂

の

庭

圃

女
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し
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成
功
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灌
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し
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て
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攀
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に
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れ
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ぁ
る
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に
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な
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政
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の
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布
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以
來
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部
十
六
州
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存
す
る
國
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を
拂
下
げ
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代
金
を
以
て

#

水
灌
漑
及
ぴ
開
墾
を
獎
勵
す
る
：

0
.

「

方
針
を
立
て
政
府
、が
今
日
ま
で
之
料
爲
め 

に
费

'1
,

*
る
所
は
旣
に
一

.億
：1i

千
萬
圓
を
出
づ
と
稱
せ
ら
る
ゴ
れ
ば
米

0.
ぎ
農
業
奴
其

rn
^t 

の
發
達
と
相
俟
つ

y

駿
々
乎
；こ
し
て
底
止
す

」

る
所
を
知
ら

^

る

^
如
き
決

し

て

，馬

然

に

非

岁
 

と
云
ふ
可
し

o 

' 

•

穴

,
:

吾
人
は
我
國
の
農
業

^
決
し
て
進
步
し

^

る
？ 

©
と
云
ふ
能
は
次
る
こ
と
を
論

®

し

t 

6
0
從 

て
科
學
の
利
用

i
資
本

.の
'役
下
と
に
依

6

て、我
農
逢
物
の
數
暈
と
'品
質

i
を
替
加
改
良
し
得

矿
き
餘
地
#
ほ
極

^)
て
參
き
を
.信
匕
て
疑
は

^

み
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久
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し
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科
學
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廳

用

は

替

_

ゆ 

輝
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漸
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世
に
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V 

.
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至
る
可
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$
、然

尽

之
れ
と
<
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方
に
資
本
の
靡
援 
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借
る
に
非
ら
ず
む
ば
到
底
望
ん

.で
得
可
ら

^

る
次
第
な

6
。而
し
て
資
本
の
問
題
に
至

6

<
 

は
獨

6

農
民
炉
其
不
足
を
威
じ
つ
、
あ
る
の
み
な
ら
岁
今
日
商

H

業
者
と
雖
、$
尙
其
供
输
を 

得
る
，に
苦
む
の
有
様
な
れ
ば
、俄
^
に
農
民
の
需
要
を
の
み
滿
足
せ
し
め
得
可
き
に
非
ら
次
る 

は
明
白

.な
6
。
然れど？政府向後

4
.す

^
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低
利
資
金
の
供
紛

U

附
き
て
最
善
の
途
を
講 

ず
る
こ

i
英
米
獨
佛
瑪
俄
諸
國
の
如
く
な
ら
ん
か
、我
農
業
の
發
達
は
將
來
期
し
て
待
つ
耶
き 

劣

の
あ
る
や
必

.せ

に

斯

の

#

き
方
法
に
依

6

產
額
の

增
加
と
品
質
の
改
良
と
を
計
る

r-
於

<
は
彼
の
穀
霞
關
桃
の

§

上

>
げ

策

の

如

，き

fe
影
響
を
社
會
に
及
す
の
憂
名
有
る
己

i

な 

含
な

6
。

.

毐
人
は
社

#

の
各

〔

階
&
.は
相
互

'に
聯
環
的
關

1

を
有
す

.石
匕
と
を

»
.匕
て
疑
は

^
。農
業
は

®
 

H

業
の
發
達
に
ょ
ふ
て

•餘
惠
を
受
け
谛
土
業
は
農
業

.

.
S

.達
し
，て
農
.產
物
の
供
給
充
貲
し
且 

つ
農
民
の

ii
買
力

®

加
す
る
に
依

6

^
同
匕
く
其
利
得
に
浴
す
る
に
至
る
可
き
は
元
と
ょ

6
 

當
然
の
事
臂
な

6

と
云
は
次
る
可
ら
す
。叉
彼

‘の
勞
働
者
に
至

6

て
名
農
工
商
各
業
の
继
涉
發

六
六1 

I
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六

ニ

避

f

商
H

f
衝
爽 

員

達
と
共
に
勞

.銀

.の
靡
貴
を

i

て
其
生
活
程
へ
度
の
上
進
を
來
ず
可

;
f特
飲
色
彼

.等
の
别

f

 

根
柢
に
於
て
農

-H
商
の
繁
榮
，

i

何

等

衢

麩

す

る

多

の

：な

し

と

蜂

ふ

务

得

可

：し
。只

是

等

：階

級

..中 

の 

一
二
者

.

财
'目
前
の
利
窖
に
の
み
捕

«
れ
、殊

に

俾

の.階
級

_
.に
»

し
如
何
な
る
苦
'痛
と
迷
或
と 

を
.興
争
る
名
そ
は
敢

‘て
間
ふ

.所
に
非
ら
梦
。唯
.々
己
ギ
階
級
の
利
益
を
か
に

追

及

す

ル
ば
可
な 

6

と
の
■盲
目
的
利
己
心
に

.驅
ら
る
、
に
於
て
は
盛
局
他
の
階
級
を
害
し
引
い
て
は
自
家
覩
ら 

を
窖
す
る
に
至
る
可
き
な

6
。彼
の
勞
働
者
階
級
が
如

'何
に
勞
働
の

.自

由

を

有

し

同

盟

.休

エ

が 

法
律
上
に
差
支
な
け
れ
ば
と
ぐ
大
都
會
の

.交

通

機

.
關

を

司

る

輩

.
u
.

し

て

突

，然

ス

ト

ジ

ィ

キ

を
 

決
.行

し

て

、長

く

之

を

繼

續

す

.る

 

'が
如
き
こ
と

.之
れ
ぁ
ら
ん
か
。市
民
は
生
：猶
資
料
の
供
給
を
だ 

に
得
る

.能
は

f

'破
目
に
階
：

6
、非
常
の
困
難
に
遭
遇

.せ
次
る
を
得

^

る
对
し
。斯
の
如
き
は
英 

f

諸
險
に
於
て
從
來
敢

V

珍
ら
し
か
ら
所
に
し
て
、其
結
果

.
一
般
物
價
の
騰
貴
を

.來
し
結 

局
勞
働
者
自
身

$

岡
難

.を
威
せ

^

る
可
ら

.次
る
の
常
な

6

0

sれ
k

勞
働
者

'似：自
家

0
權
如

i 

利
益
と
を
伸
暢
せ
ん
似
爲
め
に
法
律
の
範
圍
內
に
於
て
如
何
な
る

.手
段
方
法
に
出
づ
る
'名
敢 

て
障
げ
な
し
と
は
稱

.す

る

ス

の

、
、然

名

之

れ

ギ

爲

め

甚

だ

し

く

他

の

階

級

を

傷

害

せ

岁

。就

中 

其

W

動

に

供
3

て

第

三

者

に

，迷

？

及3
卞

と
.の

道

德

的

威

念

の

伴

ふ

；
に

非

ら

次

七

其
行
動
は
社

#

多
數

0-
同
If
-
?:
:
傅
.す
る
能

ft
^

ふ
の

.み
な
ら
す
遂
に
失
.敗
に
了
る
の
外
な
き 

と
同
脖
に
社
會
は
之
れ
财
爲
め
に
多
大
の
損
寄
を
蒙
る
に
止
る
可
き
な
み
。

農
業
と
商
工
業
の
關
係
に
於
て
，

g
亦
然
も
農
民

^
獨
-り
自

*ら
其
利
益
を
追
及
す
る
に
急
に
し 

て
他
の
階
級
と
第
三
者

i

に
損
害
を
‘及
す

t

を
顧
み
次
れ
ば
遂
に
社
會
全
體
に
取
ろ
て
璐
な 

る
と
同
塘
に
、商
エ
業
者
於
自
家
の
利
慾
に
の
み
制
せ
ら
れ
て
他
の
階
級
と
國
家
と
を
忘
却
す 

る
に
至

-

C
S

て
は

*

に
由
々
し
き
大
事
な

.

i
稱
せ

^

る
を
得

^

る

可

し

。例

へ

ば

今

日

皮

等

.は 

營
'業

.税
の
全

.廢
を
主
張
し
つ
、
有

6

と
雖
名
今
春
の
改
正
以
來
營
業
税
鈉
桃
者
の
數
は
全
國 

に
於

V

三
十
萬
人
に
過
ぎ
岁
、然

g

彼
等
は
悉
く
中
等
以
上
の
實
摩
を
有
し

、
^
に
會
社
銀
.行
等 

か
同
上
祖
稅
の
大
部
分
を

.負

#
す
.
.る
名
の
な

6
。5

れ
ば
彼
等
は
決
し

V

鈉
挺
の
能
力
な
し
と 

r

む
可
き
に
非
ら

^

否
國
象
は
此
輩
ょ

6

祖
桃
を
徼
收
す
る

‘に
非
ら
梦
し
て
將

fc
何
人
ょ

6 

之
を
徼
收
づ
可
き
ぞ
全
國
民
中
僅
タ

H
十
，萬
人
ょ

6

徵
收
す

.，る

其

金

額

は

，千

七

八

西

萬

圓
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へ
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桃
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須

く
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し

て
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千

萬
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を
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せ

ざ
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凡
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階
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の

負

檐
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其

鈉
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能

力
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に
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等

顧

慮
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る

所

な

く
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率

に

己

财

階

級

の

負

檐
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を

全

廢

.

.
せ

ん

と

狂

奔

す

る

は
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に

國

家
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を
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れ

國

民

の

義

務
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を
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は
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る
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國
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的

行

動

と
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す

可

き

の

み

。要

す

る

に
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會
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階

級
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家

の

利
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追

及

す

る

は

可

な
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然
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名

他

の

階

級
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は

第

三

者

を

害

せ

次
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の

存

す

る
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合
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ら
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の
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S
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日
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催
せ
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國
代
表
的
實
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家
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會
の
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上
に
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槻
大
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臣
は
我
國
民
經
濟
の
現
狀
に
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演
說
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*
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召
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滕
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猜
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ど
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